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いのちあふれる 中海・宍道湖 を 
とりもどすために。 

中海は島根県と鳥取県にまたがる汽水湖で、日本で5番目に広い湖

です。昔の中海（昭和30年代前半まで）は、水が澄み、海藻

（草）が生い茂り、赤貝（サルボウガイ）をはじめとするたくさん

の魚介類が生息し、また各地に水浴場もある美しい湖でした。私た

ちは、かっての中海・宍道湖を取り戻すために、2015年度は   

  つの取り組みを行いました。  8 

【中海自然再生 
協議会の運営】 

【中海】 
 くぼ地埋め戻し、 
二枚貝の生育環境 
モニタリング 

【中海】 
海藻の 
循環利用 

【宍道湖】 
 子ども 

 パークレンジャー、 
データバンク 
の作成 

つたえる 
活動 

ふれる 
活動 

つなげる 
活動 

自主事業 自主事業 自主事業 

自主事業 とは、皆様からの会費や寄付などによって行っている事業です。 

2 

2 

【社会学的評価】 

組織基盤強化 



8 つの取り組み （2015年度） 
事業費の金額(千円) 

事業名(定款記載) 

2 

3 

2 

3 

中海には、干拓事業で出来た窪地がたくさんあります。この窪地が、

中海に多大な悪影響を与えていることから、窪地を埋め戻す活動を

行っています。2015年度の調査では、全面覆砂した窪地内の水質が

改善されるなどの効果が見られ、また窪地によっては、短期間ではあ

りますが、生物が生息できる条件となった可能性も示されました。ま

た、2015年度は、浅場における有用二枚貝の生育に主眼を置き、こ

れらに影響を与えていると考えられる、水質、海草の繁茂状況、底泥、

生物調査を行いました。今年度確認されたサルボウガイの多くは、Hi

ビーズの覆砂区でした。Hiビーズの形状から稚貝が着床しやすく、硫

化水素の発生も抑制されていること、またHiビーズ覆砂区は空隙が多

く捕食者から守っている可能性があると考えています。 

【中海】くぼ地 埋め戻し、 
    二枚貝の生育環境モニタリング 

中海浚渫窪地の環境修復実証事業に係る石炭灰製品覆砂工事後の環境調査業務（H27）【中国電力(株)】 

中海覆砂地区および浚渫窪地における二枚貝生息環境改善モニタリング調査業務【中国電力(株)】 

汽水域の自然再生及び 
環境保全に関わる事業 

21,006(千円) 

平成27年度自然再生事業における組織の成果や発展過程の 

社会学的評価検証基礎調査業務【環境省】 

法定協議会である中海自然再生協議会の事務局として、3回行われた

協議会の運営を行いました。中海自然再生協議会は優良事業として全

国から注目を頂いており、自然再生協議会の普及のため、環境省担当

職員と他の協議会の勉強会へ出向き、事例発表を行いました。 

自然再生に取り組む組織の成果や発展過程を社会学の専門家、菊地氏

とともにワークショップを行い、社会学的観点からの評価を試みるこ

とで、組織の成果や発展過程を明らかにする手法を検討しました。 

【中海自然再生協議会の運営】 
【環境省】自然再生事業における 
  社会学的評価検証 

自然再生協議会の支援事業 
40(千円) 

その他、この法人の目的を 
達するために必要な事業 

111(千円) 

中海の未活用資源となってしまっている海藻を回収し、水質汚濁

の原因となる栄養塩を湖から減らすと共に、回収した海藻を農作

物用の肥料などに加工して再活用し、循環させるための仕組みづ

くりを地域の社会福祉法人と協力して行っています。 

【中海】海藻の循環利用 

平成27年度中海の海藻刈りによる栄養塩循環システム構築事業 

支援補助金【鳥取県・島根県】 

中海・宍道湖及び 
その流域の自然再生及び 
環境保全に関わる事業 

2,354(千円) 

ブログで詳しく 

ブログで詳しく 
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助成金や委託に頼らず行った事業（皆様の会費や寄付などによって行いました） 

【宍道湖】子どもパークレンジャー、 
     斐伊川水系データバンクの作成 

自然再生に関わるアドバイザー事業及
び人材育成事業 

282(千円) 
中海・宍道湖及びその流域の 

自然再生及び 
環境保全に関わる事業 

937(千円) 

自然保護の大切さを知り、自然を守る心を育むことを目的に、2015

年度は松江市立秋鹿小学校の5年生と「宍道湖を知る」「宍道湖を学

ぶ」「宍道湖を伝える」の3つを柱とし、島根大学教育学部松本研究

室の協力のもと、活動を実施しました。 

1回目の活動では宍道湖と周辺の川や田んぼを観察、2回目の活動では

宍道湖漁協にご協力いただき、船で宍道湖に出て、地域の自然や宍道

湖の環境を知る活動を行いました。3回目の活動では、それまで観察

したことで疑問に思ったことなどを調べる学習を行いました。そして

これらの活動をまとめ、松江市の環境フェスティバルにて、子ども達

による発表を行いました。子ども達全員が、子どもパークレンジャー

の活動を続けていく！と答えてくれました。次世代のパークレン

ジャーとして活動してくれることを期待しています。 

平成27年度宍道湖体感！パークレンジャー事業実施業務 
【中国四国地方環境事務所】 

ブログで詳しく 

中海に触れた事がない、中海を知らないと答える子ども達が増えてい

る今、中海を五感で感じて、知る事を中心とした環境学習を松江市内

の小学校を中心に行っています。 

2015年度は、3つの小学校で、体験活動を通じた中海の環境学習を行

いました。新たな取り組みとして、子ども達から出た「自分たちが育

てたスジアオノリを商品化したい！」という声から、養殖したスジア

オノリを地元の道の駅と農産物加工業者の協力の元、スジアオノリ羊

羹「スージー・スイーツ」を開発！そして、販売を開始！販売イベン

トでは、子ども達も大きな声で、羊羹をPRしました！この活動は平

成27年度の環境省のアクション大賞に入賞しました！ 

 

●スジアオノリの養殖 ～本庄小学校（4月～5月） 

  →スジアオノリ羊羹の販売（8月8日～） 

    本庄道の駅他（当事務所でも販売） 

●「大好き中海」～中海の今昔、赤貝の販売からCMを作る 

～意東小学校（9月～12月） 

 ①中海の今、昔。仕事を見に行く：地域の方から話を聞く（9月） 

 ②中海の調査（9月） 

 ③赤貝の調理と販売体験（11月～12月） 

●we♡中海～中海のオゴノリ採りとサツマイモ掘り 

～八束学園（10月） 

つたえる活動 
自然再生及び 

環境保全に関わる広報及び     
    情報交流事業 

285 (千円) 

ブログで詳しく 



NPOの組織基盤を強化！ 

ふれる活動 

つなげる活動（インターンシップ、広報活動） 

地域の方々や子ども達と、中海や宍道湖や天神川をキレイにしたり、

遊ぶなど、身近に感じるイベントを開催しています。 

●天神川の水草刈りと生き物調査（7月）2回 

中海と宍道湖をつなぐ斐伊川水系の天神川。事務所の近くでもあるこの川で、

地元商店街の方々や、近隣の小学校、ご近所の方々と水草刈りを行っています。 

●中海の食を広めよう会（4月、６月、2月） 

中海や宍道湖には、美味しい魚介類がたくさん生息していますが、残念ながら

中海産の魚介類をスーパーなどで見かけることは、昔に比べ非常に少なくなっ

ています。こうした中海産の魚介類を使った料理を食べる会を2015年度は3回

開催し、伝統的な料理や現代風にアレンジした料理で、 

味覚から中海や宍道湖を感じてもらう活動を行っています。 

●ラムサールフェア（11月） 

「中海VS宍道湖の食対決」「大橋川探訪」など 

2015年度は事業報告書をパンフレットとして使える冊子型に進化さ

せ、またHP等での情報発信に加え、FaceBookでの日次発信、ブログ

でのイベント報告を今年度も徹底。なかうみちゃんの「ゆるきゃらグ

ランプリ」へも今年も参加、イベントでの活動も行いました。昨年度

同様、水質計データ公開、ラッピング支援自販機、gooddo等による

周知も引き続き実施しました。 

また1名の学生のインターンシップを受け入れ、中海・宍道湖のイベ

ントの手伝い、中海周辺の昔の日常のイラスト作成を 

手伝っていただき、次世代への活動波及に取り組みました。 
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自然再生及び環境保全に関わる 
広報及び情報交流事業 

219(千円) 

組織基盤強化 

「NPO/NGOがより戦略的に社会課題を解決できるよう組織基盤の強

化をはかるには、多様で客観的な視点を取り入れて組織全体を見つめ、

自己変革に挑戦することが重要です。本ファンドでは、国内で先進的

な取り組みを展開するNPOや、新興国・途上国で活動するNGOが組

織運営上の課題を解決するための「組織診断」と「組織基盤強化」を

応援します。」Panasonic NPOサポートファンドHPより 

 当法人では、IIHOE [人と組織と地球のための国際研究所]代表者

の川北秀人氏による組織診断とアドバイスにより、組織基盤強化に取

り組んでいます。2015年は、①第三者の組織診断と中期目標の策定

と、未来の体制づくり ②広報ツール、各イベントの現状整理 ③雇

用環境の整備に取り組みました。 

自然再生及び環境保全
に関わる広報及び情報

交流事業 
239(千円) 

その他、この法人の目的を 
達するために必要な事業 

2,330(千円) 

中海・ 
宍道湖 
の食 

ブログで詳しく 

ブログで詳しく 

ブログで詳しく 
パナソニックNPOサポートファンド(環境分野）2014-2015募集 
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2015年度に行った会議 

【総会】5月31日(日)くりんぴーす(出席者)27名／委任状63名（正会員数121名） 

    2014年度事業・会計報告、2015年度事業計画、活動予算の報告 

【理事会】①4月10日 2014年度の事業報告、2015年度の活動計画について討議 

②5月21日 2014年度事業・決算、2015年度計画・予算を討議し承認された 

③8月5日 パナソニック助成金による組織基盤強化について討議 

④10月2日 各事業の進捗状況の報告と中期目標の討議、短期借入金の承認 

⑤12月3日 組織体制についての討議 

⑥2月4日 各事業の進捗状況と組織体制についての討議 

 
事務局体制 

【事務局長】小倉加代子 【事務局次長】桑原知佳 【スタッフ】常勤／2名 非常勤／2名 

HELLO! 

役員一覧 

理事長  徳岡隆夫（島根大学名誉教授） 

副理事長 渡部敏樹（自然農法園「さかい夢の浜」農園長） 

     國井秀伸（島根大学汽水域研究センター・教授） 

専務理事 小倉加代子（自然再生センター事務局長兼務） 

理事  
青山桃子（有福温泉町まちづくり協議会） 
飯野公央（島根大学法文学部・准教授） 
川上 豪（自然再生センター） 
熊谷昌彦（米子工業高等専門学校・特任教授） 
桑谷 猛（NANZO KANZO） 
桑原智之（島根大学生物資源科学部・准教授） 
 
 

齊藤 直（中国電力株式会社） 
田中秀典（(公財)島根県環境保健公社） 
増木新吾（松江土建株式会社） 
三輪誠二（中海漁業協同組合） 
毛利 葉（(公財)とっとり県民活動活性化センター） 
 

監事  
倉田健悟（島根大学汽水域研究センター・准教授） 

2016年6月1日 

理事会 

正会員 

総会 

監事 

顧問 

賛助会員 
（個人・団体） 

技術部門
担当理事 

啓発部門
担当理事 

会員・寄付 
担当理事 

広報 
担当理事 

人材育成 
担当理事 

協議会 
担当理事 

中海 
自然再生 
協議会 

事務局 

事務局長 

事務局次長 

管理 広報 事業 

窪地 
プロジェクト 

海藻 
プロジェクト 

二枚貝調査 
プロジェクト 

流域の環境 
調査部 

水質観測部 

技術部門 ※プロジェクト＝委託事業 

パーク 
レンジャー 

イベント部 
歴史・ 

まちづくり部 

中海・宍道湖 

の食の会 
インターン 
シップ 

啓発部門 

環境学習部 

部会 

理事長 

専務理事 

副理事長 

組織図 

組織基盤強化 
プロジェクト 
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キレイな中海を取り戻すためには様々な活動が必要です。まずは、地域の方をはじめ多く

の方に中海に関心を持ってもらうこと！！これが重要だと考えています。寄付いただいた

お金で、近くて遠い中海へ関心をもってもらう活動を行っています。2016年度も、小学校

でのオゴノリを通した環境学習、中海の伝統食文化を通した環境学習、湖岸や川の清掃活

動、広報活動に皆様からの寄付を活用する予定です。ご支援をお願いします。 

 2015年度にいただいた寄付：208,332円 
以下のような環境学習や普及啓発活動等の自主事業に活用させていただきました。 

あなたの寄付が活動を支えます 

恵みの中海で 

スジアオノリをそだてよう。 
みんなに食べてもらいたい！ 

天神川をぴかぴかに！ 
水辺でみつかる 
たくさんのいのち。 

わたしたちのふるさと 
みんなで見守り、 
みんなで愛そう。 

昔も今も 
すてきな中海、 
伝えたい。 

地域の小学生たち
とアオノリを中海
で育て、収穫し、
羊羹を作り販売し
ました。 

昔ながらの方法で
オゴノリを採取。
オゴノリを肥料に
している畑で芋掘
りも。 

松江市内を流れる
天神川で水草刈り
を親子で体験。生
き物に関する勉強
会も。 

中海の今、昔を学
ぶ様々な活動を行
い、中海産赤貝の
販売体験も行いま
した。 

数字で見る自然再生センター （2015年度） 

 
215 
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イベント
参加者 

201 
食の会
参加者 

81 
委託
事業

7 

寄付
件数
34 

中海・宍道
湖に触れた
子ども達 

135 

全会員数 環境学習を 
行った学校 



会員になって一緒にキレイな中海・宍道湖を目指しませんか？ 

★株式会社板倉重機 
 公益財団法人ホシザキグリーン財団 
★アジア建設工業株式会社 
★中国電力株式会社 
★中海漁業協同組合 
 一般財団法人宍道湖西岸森と自然財団 
 来待石灯ろう協同組合 
 環境システム株式会社 
 BIZWORKS株式会社 
 東洋ソーラー株式会社 
 平井建設株式会社 
 今岡ガクブチ店 
 
 

（2016年6月1日現在） 

正会員 128名  賛助会員(個人) 67名 

賛助会員(団体・法人) 23団体 

★＝中海浚渫窪地環境修復研究会13団体 

 中浦食品株式会社 
★松江土建株式会社 
★サンイン技術コンサルタント株式会社 
★美保テクノス株式会社 
★株式会社ウオタニ 
★カナツ技建工業株式会社 
 株式会社日本海技術コンサルタンツ 
★株式会社伏光組山陰支店 
★株式会社ニッコン 
★山陰建設工業株式会社 
★和光産業株式会社 
 
 

◆銀行：山陰合同銀行 島大前支店 普通３６７７６８２ 自然再生センター 
◆ゆうちょ：＜ゆうちょ銀行から＞記号番号：１５３２０－８０６３３３１ 
      名前：特定非営利活動法人 自然再生センター 
               ＜他の金融機関から＞店名：五三八（読み ゴサンハチ） 
                    店番：５３８ 口座：普通０８０６３３３ 
                        ※クレジットでの払込みについては 
                             ホームページをご覧ください 

本冊子は、皆様からの会費・寄付により作成させていただきました。ありがとうございました。 

〒690-0064 島根県松江市天神町114 

Tel：0852-21-4882  

Fax：0852-61-0900  

E-mail：info@sizen-saisei.org 

フェイスブック、 
ブログも更新中 大好き中海 

【振込口座（寄付・会費共通）】 

“ホームページ” 
リニューアルしました！ 

毎日クリックするだけで 

応援できる登録無料の 

gooddoでの 

支援もお願いします！ 

 

知りたい情報が見つかる！ 

応援したくなる！ホームページを 

目指しています！！ 

賛助会員の年会費は認定NPOの寄付として 
扱われ税免除の対象となります。 

http://www.sizen-saisei.org/ 

認定NPO法人自然再生センター 

http://gooddo.jp/gd/ 
group/sizensaisei/ 


